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●札幌
小樽

石狩湾新港地域

● ★

風
力
発
電

～
風
況
の
優
位
性
が
後
押
し
～

石
狩
湾
新
港
地
域
に
風
力
発
電
用
の
風
車
が
多
い
の

は
、
風
の
強
さ
や
方
向
の
安
定
性
と
い
っ
た
「
風
況
」

に
恵
ま
れ
て
い
る
場
所
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
理
由
の
一

つ
で
す
。

現
在
、
陸
上
に
23
基
（
出
力
合
計
約
６
万
６
０
０

０
㌔
㍗
）、
洋
上
に
14
基
（
出
力
合
計
約
11
万
２
０
０

０
㌔
㍗
）
合
計
37
基
（
出
力
合
計
約
17
万
８
０
０

０
㌔
㍗
）
の
風
車
が
建
っ
て
お
り
、
複
数
の
事
業
者
に

よ
り
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

風
が
強
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
の
少
な
い
海
の
上
、

す
な
わ
ち
洋
上
は
今
後
期
待
さ
れ
る
設
置
場
所
で
す
。

当
地
域
に
は
、
国
内
で
２
番
目
に
商
業
運
転
を
開
始

し
た
洋
上
風
力
発
電
所
で
あ
る
(同
)グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー

石
狩
（
本
社
：
東
京
都
港
区
）
が
運
用
す
る
「
石
狩
湾

新
港
洋
上
風
力
発
電
所
」
が
あ
り
ま
す
。

遠
浅
の
海
を
活
か
し
基
礎
を
海
底
に
固
定
す
る
着
床

式
に
て
設
置
さ
れ
た
風
車
は
、
ブ
レ
ー
ド
（
羽
）
長
約

80
㍍
、
タ
ワ
ー
の
高
さ
約
90
㍍
、
出
力
８
０
０
０
㌔
㍗

の
大
型
風
車
14
基
で
、
発
電
所
と
し
て
の
総
出
力
11
万

２
０
０
０
㌔
㍗
と
い
う
大
き
な
規
模
で
２
０
２
４
年
１

月
か
ら
商
業
運
転
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
陸
上
・
洋
上
の
風
力
発
電
所
か
ら
生
み
出

さ
れ
た
電
力
は
、
当
地
域
内
に
立
地
し
、
脱
炭
素
に
取

り
組
む
「
グ
リ
ー
ン
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
」
の
稼
働
を
支

え
る
重
要
な
電
源
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

太
陽
光
発
電

～
売
電
型
と
自
家
消
費
型
が
共
存
～

当
地
域
内
に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価

格
買
取
制
度
い
わ
ゆ
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
な
ど
を
活
用
し
た

売
電
型
の
太
陽
光
発
電
所
が
合
計
９
０
０
０
㌔
㍗
を
超

え
る
規
模
で
稼
働
し
て
い
る
ほ
か
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

な
ど
が
自
ら
使
う
電
力
を
賄
う
こ
と
を
目
的
に
敷
地
内

外
に
設
置
す
る
自
家
消
費
型
の
太
陽
光
発
電
所
も
増
え

て
い
ま
す
。

売
電
を
目
的
と
し
た

当
地
域
内
の
商
用
太
陽

光
発
電
所
の
中
の
一

つ
、
石
狩
新
港
機
械
金

属
工
業
協
同
組
合
が
設

立
し
た
Ｉ
Ｍ
Ｃ
ソ
ー

ラ
ー
㈱
（
本
社
：
石
狩

市

代
表
取
締
役

阿

部

仁
）
で
は
、
所
有

地
の
有
効
活
用
と
安
定

的
な
財
源
確
保
な
ど
の

観
点
か
ら
、
太
陽
光
発

電
所
を
設
置
・
運
営
し

て
い
ま
す
。

平
成
27
年
11
月
に
運
転
を
開
始
し
た
こ
の
発
電
所

は
、
定
格
出
力
１
９
６
０
㌔
㍗
で
、
年
間
発
電
量
は
約

１
８
１
万
ｋ
Ｗ
ｈ
、
一
般
家
庭
消
費
電
力
約
５
０
０
世

帯
分
と
な
り
ま
す
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
は
１
万
１
５
２
０
枚
で
、
地
上
か
ら

２
０
０
㌢
㍍
の
高
さ
に
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
が

定
め
る
石
狩
市
の
垂
直
積
雪
量
１
４
０
㌢
㍍
以
上
に
も

対
応
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
、
さ
ら
に
太
陽
電
池
の
角

度
を
40
度
に
設
置
し
、
パ
ネ
ル
面
へ
の
積
雪
を
防
い
で

い
ま
す
。

発
電
し
た
電
力
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
を
活
用
し
、
全
量
を

北
海
道
電
力
㈱
へ
売
電
し
て
お
り
、本
年
６
月
ま
で
の
９

年
７
か
月
で
累
計
売
上
８
億
円
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電

～
木
質
資
源
を
活
か
し
た

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
～

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
燃
料
の
一
つ
で
あ
る
間
伐
材
や

廃
材
な
ど
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
、
燃
焼
時
に
二
酸
化

炭
素
を
排
出
し
ま
す
が
、
植
物
と
し
て
の
成
長
過
程
で

は
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て
お
り
、
排
出
と
吸
収
に
よ

る
二
酸
化
炭
素
は
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ
ロ
、
い
わ
ゆ

る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
と
な
り
ま
す
。

当
地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
は
、
完
成
済
、
建
設

中
、
建
設
準
備
中
の
３
施
設
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
を
燃
料
と

し
て
お
り
、
そ
の
出
力

は
合
計
で
16
万
㌔
㍗

（
計
画
を
含
む
）
に
達

し
ま
す
。

ま
た
、
燃
料
に
Ｐ
Ｋ

Ｓ
（
パ
ー
ム
油
を
抽
出

し
た
後
の
ヤ
シ
の
実
の

殻
）
や
外
国
産
の
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
を
使
用
す

る
場
合
も
あ
り
、
継
続

的
な
輸
入
が
石
狩
湾
新

港
の
利
用
促
進
に
つ
な

が
り
ま
す
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電

～
高
効
率
・
低
炭
素
の
次
世
代
型
発
電
拠
点
～

北
海
道
電
力
㈱
（
本
社
：
札
幌
市

代
表
取
締
役

齋
藤

晋
）
が
当
地
域
に
設
置
す
る
「
石
狩
湾
新
港
発

電
所
」
は
、「
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
・
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク

ル
発
電
」
と
い
う
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
と
蒸
気
タ
ー
ビ
ン

を
組
み
合
わ
せ
た
発
電
効
率
の
高
い
方
式
を
採
用
し
て

い
る
発
電
所
で
す
。

燃
料
に
使
用
し
て
い
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）

は
、
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
量
が
石
炭
や
石
油
の

場
合
に
比
べ
て
少
な
い
な
ど
の
優
れ
た
環
境
特
性
が
あ

り
、
ま
た
発
電
を
行
う
設
備
は
発
電
出
力
の
調
整
速
度

が
速
い
と
い
う
運
用
特
性
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
気
象

条
件
等
に
よ
り
発
電
量
が
変
動
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
拡
大
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

２
０
１
９
年
２
月
に
営
業
運
転
を
開
始
し
た
１
号
機

の
出
力
は
約
57
万
㌔
㍗
で
あ
り
、
当
初
計
画
よ
り
４
年

前
倒
し
し
て
２
０
３

０
年
度
に
運
転
開
始

予
定
の
２
号
機
、
同
じ

く
４
年
前
倒
し
し
て

２
０
３
３
年
度
に
運

転
開
始
予
定
の
３
号

機
と
合
わ
せ
る
と
合

計
約
１
７
０
万
㌔
㍗

と
な
り
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
よ
り
道

内
の
電
力
需
要
増
加

が
見
込
ま
れ
る
中
、
道

内
最
大
級
の
発
電
所

と
な
る
見
込
み
で
す
。
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石
狩
開
発
㈱
で
は
、
企
業
の
皆

様
の
事
業
用
地
の
ニ
ー
ズ
に
お
応

え
す
る
た
め
、
石
狩
湾
新
港
地
域

内
の
利
便
性
の
高
い
二
つ
の
エ
リ

ア
に
お
い
て
現
在
、
分
譲
用
地
の

新
規
造
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

花
畔
ば
ん
な
ぐ
ろ

第
二
４
工
区

石
狩
市
新
港
南
２
丁
目
に
位
置

す
る
「
花
畔
第
二
第
４
工
区
」
は
、

新
千
歳
空
港
か
ら
長
沼
町
、
南
幌

町
、
江
別
市
、
当
別
町
、
札
幌
市

を
経
由
し
て
当
地
域
を
結
ぶ
高
規

格
道
路
「
道
央
圏
連
絡
道
路
（
国

道
３
３
７
号
線
）」
と
、
こ
れ
に
ほ

ぼ
並
行
し
て
当
地
域
内
を
貫
く

「
道
道
小
樽
石
狩
線
」
に
挟
ま
れ

た
東
西
方
向
に
約
３
０
０
㍍
、
南

北
方
向
に
約
５
０
０
㍍
の
約
17
・

３
㌶
の
広
大
な
区
画
で
す
。

石
狩
市
の
都
市
計
画
に
お
い
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し

た
Ｉ
Ｔ
企
業
や
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

等
の
集
積
を
図
る
「
情
報
技
術
関

連
特
別
業
務
地
区
」
に
指
定
さ
れ

て
い
る
こ
の
区
画
は
、
造
成
工
事

も
ほ
ぼ
完
了
し
て
お
り
早
け
れ
ば

令
和
７
年
度
中
に
も
分
譲
が
開
始

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
��
�
�
�

銭
函
地
区
第
11
工
区
、

�
��
�
�

第
14
工
区

も
う
一
つ
の
期
待
の
エ
リ
ア

は
、
石
狩
湾
新
港
地
域
の
小
樽
市

域
側
、「
新
川
通
（
道
道
１
２
５
号

前
田
新
川
線
）」
と
「
道
央
圏
連
絡

道
路
（
国
道
３
３
７
号
線
）」
の
交

差
点
付
近
の
小
樽
市
銭
函
４
丁
目

に
あ
る
「
銭
函
地
区
第
11
工
区
」

（
約
14
・
４
㌶
）
と
「
銭
函
地
区
第

14
工
区
」（
約
９
・
７
㌶
）
で
す
。

こ
れ
ら
二
つ
の
区
画
の
セ
ー
ル

ス
ポ
イ
ン
ト
は
、
何
と
言
っ
て
も

札
幌
中
心
部
か
ら
「
新
川
通
」
１

本
で
ア
ク
セ
ス
可
能
な
抜
群
の
立

地
に
あ
り
、
物
流
関
係
を
は
じ
め

様
々
な
業
種
の
皆
様
か
ら
熱
い
視

線
が
注
が
れ
て
い
ま
す
。

銭
函
地
区
の
こ
の
二
つ
の
区
画

は
、
令
和
８
年
度
以
降
の
分
譲
開

始
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
狩
開
発
㈱
で
は
、引
き
続
き
、

企
業
の
皆
様
に
最
適
な
ビ
ジ
ネ
ス

環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う
用
地
の

造
成
を
進
め
、
そ
の
進
捗
状
況
は

こ
の
サ
ポ
ー
ト
ニ
ュ
ー
ス
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
ま
い

り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

石
狩
開
発
㈱
営
業
推
進
部

ᶼ
０
１
３
３
-７
２
-２
３
０
０

�������������
���������

石狩湾新港地域から生まれる
再生可能エネルギー

北
海
道
は
、
次
世
代
半
導
体
の

製
造
拠
点
や
大
型
の
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
の
立
地
、
北
海
道
・
札
幌
Ｇ

Ｘ
金
融
・
資
産
運
用
特
区
の
指
定

等
の
企
業
立
地
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
を
踏
ま
え
、
企
業
立
地
の

さ
ら
な
る
促
進
を
図
る
た
め
、
本

来
の
見
直
し
時
期
を
前
倒
し
し
、

本
年
４
月
１
日
、
北
海
道
産
業
振

興
条
例
に
基
づ
く
助
成
措
置
を
見

直
し
、
大
幅
に
拡
充
し
ま
し
た
。

主
な
見
直
し
内
容
は
、
本
年
度

か
ら
導
入
さ
れ
た
Ｇ
Ｘ
推
進
の
た

め
の
税
制
優
遇
と
整
合
を
と
り
、

①
洋
上
風
力
関
連
産
業
、②
Ｓ
Ａ

Ｆ
等
の
合
成
燃
料
、③
水
素
、④
蓄

電
池
、⑤
次
世
代
半
導
体
、⑥
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
、⑦
海
底
直
流
送
電
、

⑧
電
気
及
び
水
素
運
搬
船
、
⑨
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
８
つ
の
Ｇ
Ｘ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
及
び
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
、
現
行
で
未
対
応
の
事
業

（
⑦
、
⑧
）
を
対
象
に
追
加
す
る
と

と
も
に
、
限
度
額
の
拡
充
等
（
③
、

⑤
、
⑥
）
を
行
い
ま
し
た
。

道
で
は
、
こ
の
企
業
立
地
助
成

制
度
を
活
用
し
、
道
内
各
地
域
に

お
け
る
特
色
あ
る
資
源
や
立
地
優

位
性
を
活
か
し
た
企
業
立
地
を
一

層
促
進
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
に
基
づ
く
助
成
措
置

の
詳
細
は
、
北
海

道
経
済
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▲太陽光発電所(写真提供：IMCソーラー㈱)

▲石狩地域バイオマス発電所（建設中）
▲北海道電力石狩湾新港発電所
（写真提供：北海道電力㈱）

国道337号

新川通

14 工区

11 工区

道道小樽石狩線

コストコ石狩倉庫店

国道337号

▲造成中の花畔第二４工区

▲造成中の銭函第 11 工区、14 工区
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新
た
な
分
譲
用
地
の
造
成
が
進
ん
で
い
ま
す

【改正のおもなポイント】
データセンター
・補助限度額を 15 億円に拡充（現状５億円）
・消費電力の 60％以上を再生可能エネルギー
で賄うデータセンターが対象
半導体関連産業
・補助限度額を 15 億円に拡充（現状 10 億円）
・成長産業分野に「半導体関連産業」を創設
・半導体関連の製造に附随して行う回路設計を
「半導体関連産業」の対象に追加











�
�
�
�
�
�
�
�

北
海
道
が
産
業
振
興

�
�
�
�
�

条
例
を
改
正

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

～
本
年
度
よ
り
企
業
立
地
に

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

係
る
助
成
措
置
を
大
幅
拡
充
～

「石狩湾新港地域」と聞いて「大きな白い風車」を思い浮かべる方は少なくないのではないでしょうか。
当地域は風力発電だけでなく、さまざまな再生可能エネルギーの道内最大規模の集積地になっています。
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石
狩
市
と
札
幌
市
中
心
部
を
つ
な
ぐ

「
花
川
通
」（
札
幌
市
内
に
入
る
と
追
分
通

と
な
る
）
と
石
狩
湾
新
港
地
域
の
流
通
地

区
内
の
幹
線
道
路
で
あ
る
「
流
通
通
」
を

接
続
す
る
、「
花
川
通
延
伸
工
事
」
が
着
々

と
進
め
ら
れ
て
お
り
、
令
和
７
年
内
の
開

通
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

延
伸
区
間
は
石
狩
市
花
川
か
ら
石
狩
湾

新
港
地
域
に
至
る
約
１
０
２
０
㍍
、
幅
員

25
㍍
の
片
側
２
車
線
で
接
続
後
は
石
狩
湾

新
港
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向

上
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
札
幌
方
面
か
ら
石
狩
湾
新

港
地
域
へ
向
か
う
幹
線
道
路
は
限
ら
れ
、

大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
な
ど
の
物
流
車
両
が
集

中
す
る
こ
と
で
、
特
に
冬
季
間
の
交
通
渋

滞
や
安
全
性
へ
の
懸
念
が
あ
り
ま
し
た

が
、
花
川
通
と
流
通
通
が
接
続
さ
れ
、
石

狩
湾
新
港
地
域
へ
の
通
勤
・
物
流
ル
ー
ト

が
多
様
化
・
分
散
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

交
通
の
円
滑
化
が
図
ら
れ
、
石
狩
湾
新
港

地
域
に
出
入
り
す
る
物
流
の
効
率
が
大
幅

に
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

花
川
通
の
延
伸
・
開
通
に
よ
り
、
札
幌

圏
最
大
の
工
業
流
通
団
地
で
あ
る
当
地
域

の
更
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。▲石狩市街地からみた工事現場（2025.07 撮影)

日本トランスシティ㈱（本社：三重県四日市市、代表取締役：安藤 仁）
は、石狩市新港中央２丁目に新たな物流センターを建設しており、2026 年
５月の竣工を予定しています。
建設中の施設は、敷地面積約 12,700 平方㍍、延床面積 3,960 平方㍍（約
1,200 坪）の高床式平屋建てで、花畔埠頭のコンテナヤードから車で約 1
分という立地条件にあるとともに、トラックの荷台とプラットフォームの
間の高低差を調整するトラックレベラーを備え、コンテナ物流にも柔軟に
対応可能となっています。
また、温度管理が可能な定温倉庫（約 900 坪）と常温倉庫（約 300 坪）を
併設し、シートシャッターやドックシェルター式トラックバースも完備し
ているため、品質管理が求められる商
品の保管ニーズにも対応しています。
同社では、「本物流センターの稼働に
より、石狩湾新港を利用した輸入貨物
の取り扱いから、道内外からの荷受け、
保管、出荷、配送まで、一貫した高品質
な物流サービスの提供を実現いたしま
す」と話しています。

㈱ iDECOM（本社：札幌市西区 代表取締役 近藤 賀慎）は、「微生物
の力で、未来に残せる安全な土壌を作る」という理念を掲げ 2018 年７月に
設立され、本年８月に石狩市新港東２丁目に微生物発酵飼料製造を内製化
すべく、自社工場を新設し操業を開始しました。
微生物が持つ無限の可能性に着目した研究開発と実用化に力を入れる同
社の事業は、北海道の厳し
い冬の環境でも最大限の
効果を発揮するよう、独自
の研究を重ねて開発され
た飼料などの微生物資材
の製造・販売が中心で、家
畜の健康維持、生産性の向
上などにより酪農家や農
家の負担を大きく軽減し
ています。

◆ 企 業 紹 介 ◆

TEL 011-769-0401 TEL 0133-74-4581

▲完成予想図（提供：日本トランスシティ㈱）

～
ク
リ
ー
ン
作
戦
～

石
狩
湾
新
港
地
域
で
は
、
石
狩
湾
新
港
企
業
団

地
連
絡
協
議
会
（
会
長
：
阿
部

仁
）
が
春
・
秋

の
年
二
回
主
催
し
、
多
く
の
立
地
企
業
、
行
政
機

関
が
連
携
し
て
行
う
大
規
模
な
清
掃
活
動
「
ク

リ
ー
ン
作
戦
」
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
活

動
を
通
じ
、
道
路
脇
や

緑
地
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ

ミ
や
不
法
投
棄
物
を
一

斉
に
回
収
し
、
地
域
全

体
の
環
境
美
化
意
識
の

向
上
と
良
好
な
環
境
維

持
に
努
め
て
い
ま
す
。

～
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
～

石
狩
新
港
機
械
金
属
工
業
協
同
組
合
（
理
事

長
：
美
馬

剛
)が
主
催
す
る「
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
」

は
、
組
合
加
盟
企
業
が
設
け
た
花
壇
の
美
し
さ
や

デ
ザ
イ
ン
を
競
い
合
う
も
の
で
す
。
各
企
業
が
趣

向
を
凝
ら
し
て
花
壇
を
整
備
す
る
こ
の
取
り
組
み

は
石
狩
市
の
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
に
よ
る
花
苗

提
供
を
活
用
し
、
働
く
人
々
や
来
訪
者
の
心
を
和

ま
せ
る
だ
け
で
な
く
、
企
業
間
の
交
流
促
進
や
創

造
性
の
発
揮
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

市
の
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
に
よ
る
花
苗
提
供

の
来
年
度
分
の
申
し
込
み
は
例
年
11
月
頃
に
受
付

さ
れ
る
予
定
で
す
（
申
込
み
募
集
案
内
は
「
広
報

い
し
か
り
」
に
加
え
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

さ
れ
る
予
定
）。

「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」と「
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
」は
、

無
機
質
に
な
り
が
ち
な
工
業
団
地
の
景
観
に
潤
い

と
彩
り
を
加
え
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
持
続
可

能
な
環
境
づ
く
り

に
大
き
く
寄
与
し

て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

石
狩
湾
新
港
地
域
の

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

環
境
整
備
活
動
の
ご
紹
介

▲審査会の様子

▲最優秀賞（マルキン工業㈱）
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い
よ
い
よ
開
通
!!

▲竣工した石狩工場（提供：㈱ iDECOM）

㈱
北
海
大
和
（
本

社
：
小
樽
市

代
表

取
締
役

堀
田
健
一
）

は
、
小
樽
市
銭
函
４

丁
目
に
新
社
屋
・
工

場
を
新
設
し
、
こ
れ

ま
で
の
札
幌
市
東
区

の
工
場
か
ら
移
転
、

生
産
体
制
を
大
幅
に

強
化
し
、
２
０
２
５
年
５
月

８
日
よ
り
操
業
を
開
始
し
ま

し
た
。

同
社
は
「
北
海
道
か
ら
お

い
し
さ
と
笑
顔
を
」
と
い
う

理
念
の
も
と
、
国
内
外
の
需

要
先
へ
の
安
定
供
給
と
販
売

拡
大
を
目
指
し
て
お
り
、
新

た
な
工
場
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
を
３
カ
所
設
け
る
な

ど
、
物
流
面
で
の
効
率
化
も

考
慮
さ
れ
、
ス
ム
ー
ズ
に
出

荷
で
き
る
体
制
が
構
築
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
主
に
粉
末

ス
ー
プ
、
ふ
り
か
け
、
お
茶

漬
け
、
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど

の
加
工
食
品
の
製
造
、
特
に

北
海
道
産
の
素
材
を
柱
と
し

た
商
品
展
開
に
注
力
す
る
同

社
は
、
今
回
の
工
場
新
設
に

よ
り
、
約
２
・
５
倍
の
製
造

設
備
の
増
強
と
能
力
ア
ッ
プ

を
図
る
ほ
か
、
併
設
し
た
直

売
所
で
は
、
通
常
価
格
よ
り

お
得
に
商
品
を
購
入

で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
（
月
～
金
、

９
：
00
～
18
：
00
）。

最
新
鋭
の
設
備
を

備
え
た
新
工
場
は
、

衛
生
管
理
と
効
率
化

を
徹
底
し
、
高
品
質

な
製
品
を
安
定
し
て

供
給
で
き
、
北
海
大

和
の
事
業
拡
大
に
お

け
る
重
要
な
工
場
と

な
り
ま
す
。

新社屋・工場を操業開始！
㈱北海大和

▲直売所の様子

▲新社屋・工場

石
狩
市
新
港
西
３

丁
目
に
て
石
狩
工
場

を
操
業
す
る
㈱
ア
イ

ワ
ー
ド
（
本
社
：
札

幌
市

代
表
取
締
役

奥
山

敏
康
）
は
、
同

社
の
創
業
60
周
年
を

記
念
し
、
２
０
２
５

年
４
月
10
日
に
１
日

限
り
の
「
石
狩
工
場

ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
・
オ
ー

プ
ン
Ｌ
Ｉ
Ｖ

Ｅ
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
同
社

の
長
年
に
わ

た
る
歩
み

と
、
最
新
技

術
を
導
入
し

た
石
狩
工
場

の
全
貌
の
披

露
の
場
と
な

り
ま
し
た
。「
ス
マ
ー
ト
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
」
と
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

や
Ａ
Ｉ
と
い
っ
た
先
進
技
術

を
駆
使
し
、
生
産
工
程
の
最

適
化
、
自
動
化
、
デ
ー
タ
に

基
づ
い
た
効
率
的
な
運
用
を

実
現
す
る
工
場
の
こ
と
で
、

「
オ
ー
プ
ン
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」
と

い
う
名
称
の
と
お
り
、
実
際

に
稼
働
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
様
子
を
間

近
で
見
学
で
き
、参
加
者
は
、

自
動
化
さ
れ
た
生
産
ラ
イ
ン

や
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
管
理

さ
れ
る
デ
ー
タ
フ
ロ
ー
な
ど

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。さ
ら
に
、同
社
が
60
年
間

で
手
掛
け
て
き
た
数
々
の
書

籍
や
印
刷
物
の
特
別
展
示
も

行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史

と
技
術
革
新
の
歩
み
を
深
く

知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「石狩工場スマートファクトリー・
オープンLIVE」に参加してきました
㈱アイワード

▲クリーン作戦清掃の様子

▲特別展示会場の様子（写真提供：㈱アイワード）

▲スマートファクトリー見学会の様子
（写真提供：㈱アイワード)

物流と人のハーモニー

株式会社アイデコム


